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1.１ はじめに

2

ベンダ企業として大学のシステム構築業務を，現在は
ユーザ企業（大学職員）として大学のDX推進をしてます

末廣 紀史（すえひろ のりふみ） 41歳
静岡県島田市出身

2006年 株式会社 内田洋行

2013年 国立大学法人 香川大学

2023年 香川大学大学院創発科学研究科 修士（工学）修了
（社会人学生）

民間企業で大学のシステム構築

大学側の立場でシステムの企画
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香川大学のDX推進の取り組み

内製開発システムの事例2

１
20分
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Digital Transformation(DX)

一般的に「IT に代表されるテクノロジーを利用して事業の業績や対象
範囲を根底から変化させる」ことを意味しており，
単なるシステム導入によるIT 化やデジタル化とは別物と定義される

1.１ はじめに
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1.１ はじめに

5

要件を確定するのはユーザ企業（大学）

経済産業省 DXレポート ～ITシステム「2025年の崖」克服とDXの本格的な展開～より抜粋

「ベンダー企業への丸投げ」から自分たちで要件を考えるユーザ企業（大学）へ
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図 顧客が本当に必要だったもの①

ユーザはそもそも欲しいものが分からない

"If I had asked people what they wanted, 
they would have said faster horses"

もし人々になにが欲しいかと聞いていたら，彼らは
『もっと速い馬が欲しい』と答えていただろう。」

-Henry Ford

図 顧客が本当に必要だったもの②

https://dic.nicovideo.jp/a/顧客が本当にひつようだったもの

1.１ はじめに

https://dic.nicovideo.jp/a/%E9%A1%A7%E5%AE%A2%E3%81%8C%E6%9C%AC%E5%BD%93%E3%81%AB%E3%81%B2%E3%81%A4%E3%82%88%E3%81%86%E3%81%A0%E3%81%A3%E3%81%9F%E3%82%82%E3%81%AE
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図 ウォーターフォール型開発 図 アジャイル型開発

アジャイルな開発体制を社内に構築し，
変化をとらえながら小規模な開発を繰り返す

1.１ はじめに

経済産業省：“DXレポート2（中間取りまとめ）”，
https://www.meti.go.jp/press/2020/12/20201228004/20201228004-2.pdf

https://www.meti.go.jp/press/2020/12/20201228004/20201228004-2.pdf
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MVP（Minimum Viable Product）
ユーザが真に必要だと思う最低限の機能を有するプロダクトやサービス

仮説検証型アジャイル開発
MVPを特定したうえで，製品やサービスの開発に着手する開発手法

必要な機能は何かを特定（要件定義）する

図 香川大学の仮説検証型アジャイル開発のプロセス

価値探索フェーズ アジャイル開発フェーズ

https://atmarkit.itmedia.co.jp/ait/articles/2010/29/news033.html
をベースに八重樫が作成

MVP
検証レビュー

開発

振り返り

開発計画
MVP
特定検証

仮説立案

評価

検証計画

1.１ はじめに

https://atmarkit.itmedia.co.jp/ait/articles/2010/29/news033.html
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https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2024.html

システム開発の内製化はDXを実現する手段として注目される
9

1.１ はじめに
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1.2 香川大学デジタルONE戦略
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「アフターデジタル」は，顧客がモバイル決済やIoTによって常時オンラインに接続しており，
オフラインが存在しない世界を前提とし，

「リアル世界がデジタル世界に包含される」という考え方＝OMO（Online-Merge-Offline)

リアル世界がデジタル世界に包含される

BEFORE DIGITAL AFTER DIGITAL

図 BEFORE DIGITALとAFTER DIGITAL
藤井保文, 尾原和啓，アフターデジタル - オフラインのない時代に生き残る

日経BPを参考に八重樫が作成

リアル

デジタル
デジタル

リアル
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1.2 香川大学デジタルONE戦略
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DX推進戦略
デジタルONE
キャンパス構想 DX推進戦略

デジタルONE
ラボ構想 DX推進戦略

デジタルONE
事務局構想

DX推進戦略

DX推進計画

DX推進戦略
教育DX
推進計画 DX推進戦略

研究DX
推進計画 DX推進戦略

業務DX
推進計画 DX推進戦略

DX推進
環境計画

図 香川大学デジタルONE構想

幸町
キャンパス

林町
キャンパス

医学部
キャンパス

農学部
キャンパス

附属
学校園

香川県
全域

図 分散された香川大学のキャンパス

リアルキャンパスを前提とした業務体制から
デジタルONEキャンパスを実現にむけた業務体制の構築へ

図 香川大学の業務体制
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1.3 香川大学DX推進研究センター「DXラボ」

12

図 DXラボホームページ

香川大学のDX推進にむけた様々な取り組みを実施
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➀業務UX調査
業務の抱える課題をユーザの視点で調査

②業務改善アイデアソン
業務を改善するアイデアを創出

③業務システム内製開発
業務システムを内製で開発

④業務データ分析
業務システムで得られたデータを分析

⑤システム開発/データ分析ハンズオン
業務システムを開発できるスキルを獲得

自分達で開発できそうだぞ！

上司や先輩が残ってると帰りにくい… 自分達が本当に欲しいシステム
開発ができる！

データに基づく大学経営！

縦割りで業務知識が分散している！

デザイン思
考

共創

BMI

デザイン思
考

共創

デザイン思
考

共創

データ
駆動

データ
駆動

BMI

デザイン思
考

共創

データ
駆動

BMI

香川大学のDX推進にむけた様々な取り組みを実施（取り組みのほとんどは学生が実施）
13

学生開発チーム

1.3 香川大学DX推進研究センター「DXラボ」
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1.4 業務UX調査

14

学生や教職員の体験から，大学の抱える課題を分析

図 UX調査

図 ペルソナ

説明省略
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1.4 業務UX調査

15

図 業務UX調査で作成されたジャーニーマップ

「 残業時間が長い人が評価される文化がある 」
「 上司や先輩が残っていると,定時後でも帰りにくい雰囲気がある 」

などの意見に多くの賛同が寄せられた

教職員の体験に基づいて業務の抱える課題を分析

説明省略
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1.5 業務改善アイデアソン
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時間
10:00-10:05 オープニング
10:05-10:15 自己紹介＆アイスブレイク
10:15-10:35 エモグラフィー
10:35-11:05 スピードストーミング
11:05-11:25 アイデアスケッチ
11:25-11:35 ハイライト

表 タイムスケジュール エモグラフィー
エモーション(emotion ／感情)とグラフィ(graphy / 記法)を
合わせた造語で,感情を表現する記法

スピードストーミング
カリフォルニア大学バークレー校で開発された手法で，
異なる人同士がペアでディスカッション（ブレインストーミング）
することでアイデアを創出する手法

あしたのコミュニティーラボ：創造的関係性をつくりだす「グラフィックカタリスト」プロジェクト,
https://www.ashita-lab.jp/activities/8047/ 

図 エモグラフィーシート

図 スピードストーミングの様子

説明省略

https://www.ashita-lab.jp/activities/8047/
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1.5 業務改善アイデアソン

17

図 アイデアスケッチ（電話によるコミュニケーションに関するものを抜粋）

電話中心の業務により，業務が中断されることに対して
問題を感じていることがわかった

説明省略
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Microsoft Power Platform
ノーコード/ローコードプラットフォーム
で様々なアプリケーションの開発を実現

図 業務システム内製開発プロジェクト

PoTフェーズ PoCフェーズ 実運用・評価
フェーズ

休学届受付
システム

TA勤務報告
集計システム

共同研究申請
受付システム

退学届受付
システム

プロジェクト立
ち上げ

発明届受付
システム

就職関係情報
受付システム

就職状況報告/
可視化システム

出張届申請・
出張報告

受付システム

行事届
申請システム

創発科学研究科
WEB出願
システム

プロジェクト
開発

外部研究資金
公募情報共有
システム

プロジェクト
検証

教員向け
休暇申請システム

通勤届
申請システム

住居届
申請システム

履修取り消し
システム

欠席届申請
システム

出退勤記録
システム

実証実験

オンライン選考用
個室BOX予約
システム

研究費問い合わせ
回答システム
チャットボット

技術相談受付
システム

SDGs
情報収集
システム

授業料免除
申請予約システム

運用開始

ワクチン
接種予約システム

単身赴任届
申請システム

クローズ

開発プロジェクトは100件超（2025年4月）
18

1.6 業務システム内製開発
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Microsoft社が提供するローコード・ノーコードツールの開発プラットフォーム

香川大学ではMicrosoft社のPower Platformを導入するとともに，
それらを用いた業務システムの内製開発をおこなう

Microsoft Power Platform

Power Automate
メールやFormsなど様々な
サービスとの自動連携を実装
するワークフローツール

Power Apps Power BI Copilot Studio

GUIでのアプリデザ
イン開発を提供する
サービス

様々なデータソース
（RDBやNoSQL）の
データを可視化する
サービス

キーワードを定義す
ることでチャット
ボットを作成する
サービス

1.6 業務システム内製開発

図 Microsoft Power Platformサービス群
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図 通勤届（様式）

AIによる
自動計算

図 通勤届申請システム

DXラボの学生がわずか1週間で開発

1.6 業務システム内製開発（DXラボ）
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図 通勤届申請システム

1.6 業務システム内製開発（DXラボ）
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1.6 業務システム内製開発（DXラボ）
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図 残業時間職員内訳（2021年11月）

図 平均残業時間

図 残業申請記録DB

図 出退勤記録システム（KadaKintai）①
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1.6 業務システム内製開発（DXラボ）
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図 出退勤記録システム（KadaKintai）②
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1.6 業務システム内製開発（DXラボ）
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図 落とし物管理システム（KadaMikke）

香川大学のみならず他大学でも開発されたシステムが運用される

他大学でも・・・
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★就職活動状況可視化の取り組み

学生から就職活動データを収集し(SoR)Power BIを用いてリアルタイムで可視化(SoI)

図 就職状況記録システム
「カダシュウカツ」 図 就活状況分析・可視化システム「カダシュカツレポート」

1.6 業務システム内製開発（DXラボ）
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★予実管理ダッシュボード

予算の早期執行にむけて必要なデータを収集し(SoR)それを可視化(SoE)
図 予実管理ダッシュボード

1.6 業務システム内製開発（DXラボ）
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1.7 業務データ分析
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図 管理職向け勤務時間分析システム
（KadaKintaiReport for Manager）

図 勤務時間記録システム_勤務状況View（KadaKintai）図 欠席届申請件数

図 勤務時間記録システム_利用状況View
（KadaKintai）

データに基づく大学運営・大学経営の実践
運用データからシステムの改善につなげる（DevOps，CI/CD）

業務データ分析の取り組み
欠席届の申請数を

リアルタイムに把握できる
職員の出退勤状況が

リアルタイムに把握できる
管理職向け分析機能で，部下の働き方が

リアルタイムに把握できる

運用データを分析しシステムを改善 休暇申請数をリアルタイムに把握できる
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1.8 システム開発/データ分析ハンズオン
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これまで53回，2270人がハンズオンを受講

表 ハンズオン開催状況

図 システム開発ハンズオンの様子
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1.8 システム開発/データ分析ハンズオン
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6月～7月のハンズオン実績

6/19 東京大学にて「落とし物管理システム」の開発ハンズオンを実施

講師をやり抜いた木村くん

・東京大学でも実践していない講習内容であり，関心度が非常に高かった
・熱量の高い反応が多かった
・応用編のコンテンツを作成し直し，クオリティを高められた
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1.8 システム開発/データ分析ハンズオン
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岡山大学のDX推進の足がかりとして香川大学に依頼

7/8 岡山大学にて「イベント参加受付」「落とし物管理」システムの開発ハンズオンを実施

学部４年生の経験値UP
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1.9 デジタルONEアンバサダー
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2022年度より，非情報部門の職員（36部署約60名）を「デジタルONEアンバサダー」として任命
図 デジタルONEアンバサダー任命式（2022年度）
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3年間で232のシステムを開発

1.9 デジタルONEアンバサダー

図 デジタルONEアンバサダー活動報告会（2022年度）
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1.9 デジタルONEアンバサダー

図 学生証再発行申請システム概要
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データを分析するだけでなく，
具体的なアクションに繋げて経営を効率

効率的な経営分析と意思決定で短期間に様々な取り組みが可能に

1.9 デジタルONEアンバサダー



Copyright DX Research Center, Kagawa University 35

図 デジタルONEアンバサダーが
開発したシステムの運用状況

●デジタルONEアンバサダーが開発したシステムの運用状況

現場の職員だからこそ本当に使われるシステムが開発できる

1.9 デジタルONEアンバサダー
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業務知識を有し，ドメインモデルを提案しやすい
ベテラン層(40～50代)の開発が際立った

図 2022年度デジタルONEアンバサダー
一人当たりの開発件数（年齢別）

1.9 デジタルONEアンバサダー
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香川大学の業務システム内製開発のなかには，
学内ハンズオンで課題にしたシステムと同じシステム構成を再利用し，
別のシステムとして開発されたものも数多くあった（アンバサダー開発105件中，約89.2％）

既存のシステムに，少しの改良を加えることで新しいシステムになる（派生開発）

欠席届申請受付システム 学生証再発行申請
受付システム

1.10 Kadai DXソリューションカタログサイト
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1.10 Kadai DXソリューションカタログサイト

38

図 ソリューションカタログサイト

図 欠席届申請システム

https://dx-labo.kagawa-u.ac.jp/

開発したシステムをダウンロードできるカタログサイトを開設
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1.10 Kadai DXソリューションカタログサイト

17,965人がサイトにアクセスし,2695システムがダウンロードされた
図 システムダウンロード数（2023/6/1～2025/7/3)

図 アクセスユーザー
(2023/6/1～2025/7/3)
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1.11 電子教科書（業務システム内製開発 入門編）

40

業務システム内製開発に関する電子教科書を出版(2023/12)

図 業務システム内製開発 入門編（香川大学情報化推進統合拠点 DX推進研究センター編著）
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1.12 まとめ（User Experience）

41

図 品質モデル

★UX(User Experience)
• ある製品やサービスを利用したり，消費した時に得られる体験の総体
• 個別の機能や使いやすさのみならず，ユーザが真にやりたいことを楽しく，心地よく実現できるかどうか
を重視した概念

★UXD(User Experience Design)
• サービスやシステムを企画の段階からUXに基づいてデザインしていく手法

利用時品質を高めるべくUXを意識したシステム開発が求められる
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1.12 まとめ（ゲーミフィケーション①）
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ゲーミフィケーション
課題の解決や顧客ロイヤリティの向上に、ゲームデザインの技術やメカニズムを利用する活動全般

https://ja.wikipedia.org/?curid=2494107

ゲーミフィケーションフレームワーク
ゲーミフィケーションを実際のサービスやシステムに応用するためのフレームワーク

http://amzn.asia/d/dxEwtEX

図 ゲーミフィケーションフレームワーク

可視化要素
動機の実現に近づいていることを表現する数値を設定し，その
達成度を何らかの手法を使って可視化する

目標要素
可視化要素であげた数値について，具体的に取りうるアクション
難易度を設定し，フィードバックの方法をデザインする

①目的と利用者
②可視化要素
③目標要素
④ソーシャルアクション
⑤プレイサイクル
⑥適用後の改善・運用

図 プログレスバー 図 マリオカートゴーストカー

ゲーミフィケーションはUXを実現する手段に位置付けられる
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1.12 まとめ（ゲーミフィケーション②）

43

ソーシャルアクション
システム利用者同士のインタラクション（相互作用）を発生させる機能
ユーザーのモチベーションを高める効果を有する

図 ソーシャルアクション

インタラクションを発生させユーザのモチベーションを高める
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1.12 まとめ（ゲーミフィケーション③）
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★休暇申請システム

図 休暇申請フォーム

教授会での周知

メールによる残り休暇数の通知

図 休暇申請件数（創造工学部2024年11月）

目標要素（５日以上の取得）に対する達成度を可視化（有給取得数）を提示
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1.12 まとめ（ゲーミフィケーション④）

45

★KadaKitai Dashboard

図 KadaKintai Dashboard

分析結果を提示することで行動変容（休暇取得，残業削減）につなげる
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1.12 まとめ（SoR, SoI, SoE）

46

勤務データを正確に取得 具体的な行動変容につなげる

図 出退勤記録システム
（KadaKintai）

図 KadashBoard
（年次有給休暇申請）

データから洞察を得る

図 休暇申請システム

https://cloud-ace.jp/column/detail335/
八重樫が一部改変

段階的に顧客体験（ユーザ体験）に基づいたシステムを開発する

https://cloud-ace.jp/column/detail335/
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学内でアジャイル開発が実施できる体制を整備

仮説検証型アジャイル開発で,最低限の機能を有するMVP
（Minimum Viable Product）を,ローコード・ノーコードプラット
フォームを用いて内製開発

情報部門だけでなく，事業部門の職員にもDXに関する取り組みを
実施してもらう仕組み（ハンズオン，アンバサダー）などを構築

確実に記録をするシステム（SoR）から顧客体験価値を向上するシ
ステム（SoE）へ

1.12 まとめ
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１ 香川大学のDX推進の取り組み

内製開発システムの事例2
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事例①

“危険箇所を早期発見・修繕！”

医学部建物修繕依頼システム
（学部事務）
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2.1 医学部修繕依頼システム 開発背景

50

大学のキャンパスは修繕箇所でいっぱい！
（香川大学医学部も開講50年を迎える・・）

雨漏り！

地面割れてる！
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2.1 医学部修繕依頼システム 開発背景

51

建物修繕に関する職員のよくある課題

①放置 連絡が面倒だな。誰か連絡しているだろう

②重複する連絡 複数の人から同じ修繕箇所の連絡が殺到する

③修繕箇所が不明瞭なことによる工数負担や連携ミス

通報者と施設担当者が結局現場を確認にいく

「次回，雨漏りしてるか，また見ましょう！」
となり，修繕機会が見送りになる
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2.1 医学部修繕依頼システム 開発背景

52

「落とし物管理システム」を見た医学部総務担当職員

①放置

②重複する連絡

③修繕箇所が不明瞭なことによる連携ミス

日常的にサッと報告できるアプリがいいわね

問い合わせのあった修繕を一覧にして
みんな見れたらいいわね

その場で写真撮ってもらえたらいいのに
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システム名 建物修繕依頼システム
現在の状況 大学施設の老朽化や整備不備により，修繕が必要な箇所

を職員間で共有できていない．発災時に，情報収集を速
やかにおこなう必要があるが，どのようなツールでおこ
なうか定まっていない．

誰が困ってい
るか

教職員・学生

何に困ってい
るか

平常時に，建物修繕箇所を発見したときにどこへ連絡し
てよいかわからない．見つけても連絡したとしても，修
繕の時期がわからない．
発災時は，被害情報を速やかに収集し，建物への立ち入
りを禁止して二次被害を防止しなければならない．

解決方法 職員が自部署の施設の不備を平常時より認知して，情報
共有する仕組みを構築する．（早期に直す）
平常時は，不備やヒヤリハットを共有し，発災時（訓練
時）は，被害状況の共有に用いる．

効果 修繕箇所の報告数，修繕箇所の優先順位の決定

2.1 医学部修繕依頼システム 案件シート
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2.1 医学部修繕依頼システム 登録画面

54一覧画面 登録画面
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2.1 医学部修繕依頼システム 修繕候補一覧

55

修繕候補一覧画面
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2.1 医学部修繕依頼システム 修繕対応状況入力

56修繕対応状況入力画面
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2.1 医学部修繕依頼システム 修繕報告者アプリ

57

動画
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2.1 医学部修繕依頼システム 施設課担当者入力

58

動画
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2.1 医学部修繕依頼システム 事業部門職員の変化

59

開発した職員も業務を考え直すきっかけとなった
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2.1 医学部修繕依頼システム 事業部門職員の報告より

60

[本取組を通して]

・DXに取り組む前のわたし
① システムを作るのは難しそう・知識がない
② 1から作るのは，ハードルが高い

・取り組み後の感想
① word・Excel等のOfficeの操作ができればＯＫ
② 実務を理解している職員だからこそ思いつくシステムが
ある

既にあるシステムを再利用することでハードルが下がった
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事例②

“就活状況を手軽に記録・
報告できる！”

就活状況記録システム
KadaShukatsu/カダシュウカツ

（学部事務＆DXラボ）
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2.2 就活状況記録システムKadaShukatsu 開発背景

62

就職活動の報告業務に関する課題
香川大学創造工学部において
就活状況の把握は、就職担当の教員が対象学生全員にメールで就活状況を
報告させ、それをExcelファイルなどにまとめる運用がなされていた。
また，内定取得状況と最終進路先も同時に訪ねていた。

◆報告を受け取り，集計したあとでは…手遅れな状況にもなってし
まう。

◆記載ミス，報告漏れも多く，集計には工数がかかっていた。
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2.2 就活状況記録システムKadaShukatsu
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就活状況記録システム
「カダシュウカツ／KadaShukatsu」

国税庁 法人番号システム Web-APIを用いて企業情報を自動で入力
図 就活状況記録システム「カダシュウカツ」

就職活動をおこなっている学生が，内定を取得し
た，または進路が決定した企業の情報を記録する
ことができるシステムで、リアルタイムに進路内
定・決定状況を共有できる仕組みを提供
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2.2 就活状況記録システムKadaShukatsu
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国税庁 法人番号システム Web-APIを用いて企業情報を自動で入力

名義の変更履歴や，
合併した過去の会社との情報の紐づけもされて
おり，過去の会社情報と現在の情報を紐づけて
活用することができる。
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2.2 就活状況記録システムKadaShukatsu

65

動画
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データを標準化することで，精度の高く活用できる分析が可能

就活状況分析・可視化システム
「カダシュウカツレポート（指導教員向け）／KadaShukatsu Report for Advisor」

図 カダシュウカツレポート（指導教員向け）

2.2 就活状況記録システムKadaShukatsu

動画
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事例③

“自分の身の回りの人を助けたい”

自動車入構申請システム（学部事務）
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身近な人の業務負担を軽減したいという動機で開始された

2.3 自動車入構申請システム
幸町キャンパス統合事務センターの従来の運用
■自動車で通勤している教職員および学生は、Excel様式の自動車入構許可申請書を
手書きまたはデータで提出していた

■部局の担当者は、受付した申請書の内容を別のExcel様式（会議用、本部用）に転記

⇒システム開発者（池田）は、受付担当者（同僚）が申請書の記載漏れ等に関する連絡・対応・
手入力が多く大変な状況に直面していることに気づいた。
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開発にかかった時間は10時間程度

システムの概要

2.3 自動車入構申請システム
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申請者へのメール送信や，課内メンバーTeamsへの自動投稿もされる

2.3 自動車入構申請システム
システムのデモ動画
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最初の一歩を踏み出す時の工夫

2.3 自動車入構申請システム
はじめにしたこと

図 開発者（池田さん）報告資料抜粋
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“他の部署もやったらいいのに”という気持ちへ繋がった

2.3 自動車入構申請システム
成果・効果

【申請側】
・いつでもどこでも申請可能になった。
・次回申請時に前回のデータが確認できる。

今後に向けて

・全学的な連携及び業務の標準化 （例）規程の改正、申請項目の統一

⇒仮に全学でシステム運用すれば、
年間２５００件以上、２５，０００分以上（約４１７時間）減

【受付側】
・業務負担の軽減（転記、コピペ）
・ヒューマンエラーの減少（入力忘れ）

年間約１３０件で１,３００分（５４時間）減



Copyright DX Research Center, Kagawa University
73

事例④

“情報をカレンダーに出力して
全学に共有”

報道情報発信システム（広報）
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№ 業務内容

変更前 変更後 （2023年度～）

備 考広報室への
情報提供

広報室から
の学内周知

広報室への
情報提供

広報室から
の学内周知

1 プレスリリース依頼 メール メール Forms ・Outlookカレンダー
・Digi-ONE

データベースから検索・閲覧が
可能になります

2 TV放映
メール メール Forms ・Outlookカレンダー

・Digi-ONE
データベースから検索・閲覧が
可能になります3 ラジオ放送

4 その他雑誌等掲載
5 新聞掲載 ― 紙回覧

―
― 紙回覧 データベースから本学関連の記事

概要の検索・閲覧が可能になりま
す
（記事切抜の閲覧はできません）

6 文教速報・文教ニュース ― 紙回覧 ― 紙回覧

7 取材申込

8 報道機関からの調査照会対
応

9 ホームページ掲載依頼

10
ホームページメールフォー
ム
の運用

11 SNS運用

74

広報室メディア関連業務の整理

「いつ」「誰が」「どこで」メディアに取り上げられるのかが把握しづらい

2.4 報道情報発信システム
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№ 業務内容

変更前 変更後 （2023年度～）

備 考広報室への
情報提供

広報室から
の学内周知

広報室への
情報提供

広報室から
の学内周知

1 プレスリリース依頼 メール メール Forms ・Outlookカレンダー
・Digi-ONE

データベースから検索・閲覧が
可能になります

2 TV放映
メール メール Forms ・Outlookカレンダー

・Digi-ONE
データベースから検索・閲覧が
可能になります3 ラジオ放送

4 その他雑誌等掲載
5 新聞掲載 ― 紙回覧

―
― 紙回覧 データベースから本学関連の記事

概要の検索・閲覧が可能になりま
す
（記事切抜の閲覧はできません）

6 文教速報・文教ニュース ― 紙回覧 ― 紙回覧

7 取材申込

8 報道機関からの調査照会対
応

9 ホームページ掲載依頼

10
ホームページメールフォー
ム
の運用

11 SNS運用

75

広報室メディア関連業務の整理

報道情報周知業務の一部を内製開発

2.4 報道情報発信システム
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Outlookカレンダーの表示画面

Power Automateの出力先をカレンダーにすることもできる！

2.4 報道情報発信システム
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デモ動画

報道情報をカレンダー形式で一覧に集約し、周知が可能に！

2.4 報道情報発信システム
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事例⑤

“部署を横断して取り組む”

服務及び研究等に関する
誓約書システム（総務・人事・研究など）
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同意を取る業務があちこちにあった！

2.5 服務及び研究等に関する誓約書システム
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紙媒体で、提出状況がリアルタイムに分からない！

※電話やメールでの個別連絡

誓約書種類 対象 徴集時期 担当部署

服務に関する誓約書 全ての教職員 採用時 人事企画課

研究インテグリティに関する誓約
書

研究者（常勤教員、非常勤教員、寄附講座教員、寄附研究部門
教員、研究員（産官学連携研究員等）及び博士研究員 （いず
れもパートタイム含む。）

採用時 地域連携
推進課

公的研究費の使用に関する誓約書
（Ａ） 研究費の運営・管理に関わる全ての教職員 採用時及び部局を越えた

異動時 財務企画課

公的研究費の使用に関する誓約書
（Ｂ） 雇用関係のないe-rad利用者 e-rad申請時 研究協力課

採用者

人事企画課

地域連携推進課

研究協力課

財務企画課

①誓約書提出

※ただし、種類や部局によって、
提出タイミングや管理は
バラバラ、、

②未提出があれば催促

これまで

2.5 服務及び研究等に関する誓約書システム
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業務プロセスも見直し一部業務を削減し、開発

※リマインドシステム採用者

人事企画課

地域連携推進課

財務企画課

①誓約書提出

※提出タイミング、管理の統一が実現

②未提出があれば催促

導入後

誓約書種類 対象 徴集時期 担当部署

服務に関する誓約書 全ての教職員 採用時 人事企画課

研究インテグリティに関する誓約
書

研究者（常勤教員、非常勤教員、寄附講座教員、寄附研究部門
教員、研究員（産官学連携研究員等）及び博士研究員 （いず
れもパートタイム含む。）

採用時 地域連携
推進課

公的研究費の使用に関する誓約書
（Ａ） 研究費の運営・管理に関わる全ての教職員 採用時及び部局を越えた

異動時 財務企画課

公的研究費の使用に関する誓約書
（Ｂ） 雇用関係のないe-rad利用者 e-rad申請時 研究協力課

2.5 服務及び研究等に関する誓約書システム



Copyright DX Research Center, Kagawa University
82

１つのシステムで運用するため、部局横断で議論を重ねた

情報企画課 地域連携推進課

人事企画課 研究協力課

財務企画課

2.5 服務及び研究等に関する誓約書システム
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規定のうえでも問題ないことを確認！

【国立大学法人香川大学における
情報通信技術を活用した手続等の推進に関する規程】

2.5 服務及び研究等に関する誓約書システム
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①服務に関する誓約書：採用前に徴集していた
→徴集時期を採用後（香大ID付与後）に変更

②公的研究費の使用に関する誓約書：採用時だけでなく部局
を越えた異動時にも徴集していた
→不正防止計画を変更し、徴集時期の統一

③４月の採用者が100人を超える医学部におけるDXの実現性
→当該学部に、運用の変更について協力を依頼、事前に了解を得
た。

現行業務をそのまま電子化したわけでなく、
業務フローの見直しを併せて実施！

業務フローの見直し

2.5 服務及び研究等に関する誓約書システム
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採用者の身分によってFormsの内容が分岐する

システムのデモ（動画）

2.5 服務及び研究等に関する誓約書システム
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事例⑥

“業務を段階的に変更して取り組む”

規定制定改廃申請システム
（学部事務）
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主な問題点：①手作業が多く時間がかかる、②メール見落とし、③個別の質問対応の発生 など

2.6 規定制定改廃申請システム

医学部と本部の2段構えの業務！
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目標：①一部自動化で時間短縮、②Forms化で送付先を一本化、③必要書類をフォームに記載で手続きを
分かりやすく⇒個別質問減

2.6 規定制定改廃申請システム

本部の様式に合ったWordを自動で生成する（？！）
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2.6 規定制定改廃申請システム
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段階的なDX（イメージ図・例）

●すべて紙で作業
●紙媒体のみで保存

●一部データは
電子化

●保存媒体は
ほぼ紙

●一部データを
電子化

●保存媒体は
紙・電子両方 ●すべての作業を

一貫して自動化
（人の目での確認も重要）

●一部作業を
自動化

●すべてのデータを
電子化

●データベース化

●人の手で作業

●すべて人が作業

DXを通じた
業務の改善

制度に合わせる
⇕

制度を合わせる

※適切な方法の選択

●規程制定改廃
申請システム

2.6 規定制定改廃申請システム
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事例⑦

“データを可視化して行動を変えた”

附属病院経営分析システム（企画）
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Power BI
効率的な経営分析と意思決定を実現

医学部 経営企画課戦略企画係
浪越 俊介

2023/04/25

2.7 附属病院経営分析システム
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Power BIなぜ使うことになった？

作業時間を減らして考える時間を確保したい

毎日、毎月、毎年、繰り返していませんか？

他部門から
月報データ受領

テンプレートへ貼付
データクレンジング

Excel
csv
txt

A列を文字列型に変換
A列とD列をコピー
Sheetに貼り付け
A列20行目の小計を削除
A列の名称に“課”を含む行を削除
C列にA列(名称)の略称を入力
･･･

フォルダに保存

帳票出力

データ統合

月報の各ファイルのA列を抽出
B列に各ファイルと同じ年月を入力
AとB列を結合させ参照列1を作成
売上のAとB列を結合させ参照列2を作成
参照列を紐づけC列にてデータ参照
･･･

フォルダに保存

Step1 Step2 Step3 Step4 Step5

2.7 附属病院経営分析システム
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Power BIでどうなる？

作業時間を減らして考える時間を確保したい

毎日、毎月、毎年、繰り返していませんか？

他部門から
月報データ受領

テンプレートへ貼付
データクレンジング

Excel
csv
txt

フォルダに保存

帳票出力

データ統合 フォルダに保存

Step1 Step2 Step3 Step4 Step5

Power BI

出来る

所定フォルダに保存
終了

必要な期間を自由に
参照・出力

2.7 附属病院経営分析システム



Copyright DX Research Center, Kagawa University

Power BI活用事例（1）

（例）
①調べたい指標について、他大学とのベンチマークを実施

②病床規模の補正を行い、時系列での変化を確認

③同規模病院内での順位を確認し、上位の病院に運用を確認

④運用変更の後、モニタリングを開始

⑤改善状況に応じ、診療科、病棟単位での視点にドリルダウン

⑥問題が生じている部署を洗い出し、ヒアリング等を実施

ノートPC、タブレット端末などがあれば、場所を問わず、その場で分析可能

2.7 附属病院経営分析システム
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Power BI活用事例（2）

救急医療管理加算の算定率向上
・30％⇒54％の増加
・2022年度、約2,600万増収

入退院支援加算1・2の算定率向上
・36％⇒60％、17%⇒35%の増加
・2022年度、約2,600万増収

入院期間の短縮
・入院単価の向上
・入院患者数増加のための下準備

特別食加算の算定率向上
・栄養士の積極的介入による退院支援
・他診療報酬算定のための下準備

入院患者の分布
・科別にエリアを確認
・今後の地域連携強化に検討

外来診療単価から検討する運用
・地域医療機関との役割分担

入院診療における基本指標
・長期間の時系列データを保持
・科別に推移を確認可能

効率的な経営分析と意思決定で短期間に様々な取り組みが可能に
全てモニタリング可能

etc

2.7 附属病院経営分析システム
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Power BI使って思うこと

◆メリット
①データ更新が本当に楽 ⇒ 一度取り込み設定したデータは、定めたフォルダにデータファイルを保存するだけで更新される
②様々な視点での分析 ⇒ 一つのデータベースを視点を変えて様々な角度から分析することが容易
③モニタリングの重要性 ⇒ 継続したモニタリングが容易となり、改善しない状況が長期化しにくく、機会損失を最小限にする。
④打合せ・会議の質向上 ⇒ 現場でニーズに応じた分析を行えるため、意思決定が迅速になる。
⑤情報共有が簡単 ⇒ Teams連携で紙、メールよりも迅速。エンドユーザー側でも操作可能。
⑥エビデンスがある ⇒ 交渉が楽になる。

◆デメリット
①難しそうに見られる ⇒ Power BI自体はプログラミング言語の知識不要で簡単。

DB形式を意識してデータを扱うだけで簡単になる。
（ネ申エクセルが難しくしているだけ。）

◆課題
①データベース化が必要 ⇒ ネ申エクセル化され加工が困難な状況（印刷用とDBを区別）

情報の紐づけが出来ないものが大量にある。（マスタ作成）
②データはどこにある ⇒ データベース化が進めば、一覧の作成も可能になってくる。
③デバイスの不足 ⇒ ポータブルデバイスやイヤホン付きマイクなどが揃ってからが本領発揮

効率的に使用する下準備を
データの配置や印刷など、

見栄え重視

◎業務の効率化にとどまらず、分析業務の大幅レベルUP！

2.7 附属病院経営分析システム
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Power BIの今後

１ Excelでデータ
ソースを作成

2 Formsで入力 3 PowerAutomateで連
携

4 Teamsで更新を通知

5 PowerAppsで
データを管理

6 PowerBIで
可視化

2022年度のDX化で急激に進歩
し、データ蓄積が進む

データドリブン経営

DB

2.7 附属病院経営分析システム
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事例⑧

“運行日誌もスマホで入力するの！？”

本部共用車運行日誌システム
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【業務改善】事例名：本部共用車運行日誌システム 経理課 宮川 永井 髙居 岡
情報企画課・DXラボ●現状分析

今回着目したこと 業務分析

日々のルーティーン作業の負担軽減

●取り組んだこと
実施内容・解決方法 事例説明（システム写真など）
申請をForms、powerautomate、
Outlookを利用してシステムの構築

本事例で嬉しかったこと・改善されたこと
（運転者）
・個人のスマホを利用した入力で手書き作業
の省略化
（経理課）
・担当者の確認・押印作業の省略化。
・文書管理業務の効率化。
・ペーパーレス化。
どれくらい工数を削減できたか

経理課業務としては、年間約１５００件程度
で３０００分（５０時間）以上の減

運行日誌入力用FORMS・
QRコード

運行日誌入力用FORMS画面

異常有の場合のメール

2.8 本部共用車運行日誌システム
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〇現状
・本部共用車の使用申請は、令和６年３月からoutlookカレンダーを

利用したシステムによりDX済み。

〇課題
・運行日誌は、運転者が使用する都度に、運転状況や日常点検結果等を紙に
手書きする。

・共用車は８台あり、その運行日誌の枚数は多く、１枚毎に経理課長までの

決裁をしているため、経理課業務としては非常に手間である。

運行日誌のルーティーン作業負担を軽減

2.8 本部共用車運行日誌システム
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自動車運行日誌様式

運転者

報告(手書き)

経理課担当者

受付(確認)

経理課長

決裁(押印)

業務フロー

2.8 本部共用車運行日誌システム これまで
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アンバサダー・実務担当者・情報企画課でDXに向けて議論

〇経理課
運行日誌に必要な事項の整理・見直し
効率の良い運用方法を検討
ex:車種ごとにQRコードをスマホで読み取り、入力できる

運行日誌上で「異常あり」が有った場合は、経理課担当者宛に
メールが送信され 問題に即対応できる

〇情報企画課・DXラボ
Forms、PowerAutomate、Outlookを利用して
システムの構築

2.8 本部共用車運行日誌システム
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2.8 本部共用車運行日誌システム
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運行日誌入力用FORMS・
QRコード

運行日誌入力用FORMS画面

異常有の場合のメール

2.8 本部共用車運行日誌システム
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〇効果
・運転者
個人のスマホを利用した入力で手書きの手間が省ける。

・経理課業務
経理課長および担当者の確認・押印作業の省略に加え、文書管理
業務の効率化、ペーパーレス化を実現した。

＊導入後1083件の登録有(2025年5月20日時点)

〇試行結果
・令和６年７月から学長車での試行を開始
・令和６年８月から地域連携推進課の２台を追加して試行
特に問題もなく、１０月から本部管理の全車(8台)での本格運用を開始した。

できるところからまず一歩

今後はニーズがあれば他部局にも展開（農学部へは導入済）
また、運行日誌データの蓄積があるため、共用車の管理や
更新をするにあたり、データ分析の材料になると考えられる。

2.8 本部共用車運行日誌システム まとめ
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